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2) I本邦製鉄事業振興策に関する調査」本邦製鉄事業振興策第5号『鉄と銅』第 2 年第1O~号〔大
lE5年10月1

















































































5) 「本邦財界動悟史l『日本金融型資料1明治大正編，揖"巻， 527ベ e50 





















1 税閣倉庫，商人手持，其他滞貨307jトン。1.官立製般所冊貨7万ト九 1 民間製鉄所滞
貨17J1〆。1.t干製鉄所製造時縮田万 1ン。合計68万トン。
今泉嘉一郎「割鋼何輸入調節法卑見J W鉄と鋼』第7年第6号(大JElC年6月)76へー シp













当時の問屋の構成は次のよ 5 である。第 1 表は w大阪商工名録~ (大正10年)
第 1表大阪における問屋の輸出人取引の実態
寸五五瓦1二王工子工 c I D I吋星laJ甲両亙翠
仕 2，000円以上 11(79) 3(21) 5(36) 1( 7) 14 3 【1)18 
16.7 
1.000~2.000 7(41) 4(24) 11(65) 3(18) 17 1 18 5.6 
人( 輸入)
500~1.000 12(38) 8(25) 17(53) 2( 6) 31 6 I (2) 39 15.4 
500円末満 30(37) 18(22) 49(61) 17(21) 81 85 【5)171 49.7 
計 143 95 246 
販 2.000円以土 2(14) 12(86) 1( 7) 3(21) 14 
4 18 22.2 
1.000~2.000 1( 8) 9(69) 2(15) 6(46) 13 5 18 27.8 
輸売( 出
50.....1，000 3(13) 20(83) 2( 8) 5(21) 24 15 39 38.5 
500円未満 10(13) 32(68) 8(11) 27(35) 76 93 (2)171 54.4 





2) A ヨ ロツパ諸国とり直接輸出入 B アジア諸国，植民地との間接輸出入
C ヨ ロジペ諸国との間接輸出入 D アジア諸問，植民地との車甚輸出入
③輔出入者とは，何らか甲形で営業として輸出入注文を行っているものo@厳笹にいうと問昼前h
!lJ入は園内取引だが， ζζでは，純粋に圏内の流通臨売に従事するとし寸意味で，取扱商品中に






8) ダイヤモンド』大iElO年3月1日.11年9月1日， 12月11日， 12年3月21日等り鋼材市況記
事を参照D
第1次大戦後日本の鉄鋼流通機構 (329) 61 
第2表大阪における主要20問屋(単位円〉
1/.1-"1 I BJ::;~'営業名 称 |仕入!販売|税額
株式会社岸本商庖 OAB OB 10，15円9 
株式会社津田勝五郎商庖 OA O 6，851 
岡谷合資大阪支庖 OA OB 5，522 
株式会社川合喜太郎商庖 OA OB 4，832 
株式会社鋼管商高 O OB 3，527 
株式会社市川商庖 O O 3，459 
合資会社平和商会 。 口 3，086 
株式会社山本藤助商庖 OA OB 3，048 
株式会社田中丈商庖 OC O 2，987 
株式会社中島保之助商庖OA OB 2，381 
株式会社梅本商庖 OA OD 2，355 
松尾和国j OC OB 2，231 
湯浅商事株式会社 OBD 2，199 
株式会社大阪鉄管商会 Oc OB 2，186 
佐度島英禄 。ACD OBD 2，178 
中島円次 OAB OAB 2，155 
白資会社吉村玉吉商白 OA 10 2，154 
合名会社芝本商l苫 OAB OB 1，992 











鈴木商庖大阪支出 42，662 O 
株式会社島商会 36，649 
株式会社安宅商会 21，885 O 
合資会社高田商会大阪支活 18，149 



















































第l次大戦後百本の鉄鋼流通機構 (331) 63 
右左商売二割Iヲ見込商売ト見ルへ」川きであるとLているので，物産取引全体
の2割前後は投機的要素があったのであろう。しかし，基本的には手数料を取



























三品物産 1，422 248 
三菱造船 953 
常盤商会 648 211 
多田藤吉 400 122 




大阪製鎖所 101 75 
岡崎龍吉 101 






























12) ~日本鉄鋼販売史1 37へ-:/0 
13) r入札をやった当時は第1次欧州大戦の初めで入札町市況がどんどん上っていった。そのため




(~日鉄社史編集期向車 3部第 7 編， No. 4) 3-4ベ ジ。岡谷の北川椋抗郎談。
14) 日本製鉄株式会社史~ 756ベ-:/~ 


































18) 前掲『服売間部同蘭座談会連記鋸， 4ベー タ 森田恵=郎詩句
66 (34) 第 118巻第5.6号















¥¥ 販売者 割ヨしたもの 割引しないもの I 合 計
年 ι\王子戸~I~司王五ーふ司目玉「
大正 10年度 制 74 引 2.51川純蜘|玖叫4601 416.196 1 60.427.987 
11 16.08日 151州知，四 132，210，2101 270，河113加 1.499
1) 丈正12年 1月まで.2) 大口注文t式全部割引した.契約数量とその金額を示した。 3) 第46帝
固定書会における永井田太郎の「製鉄所目整理及び佳営に関する質問主草書」に対する政府側害#

































21) ~第46帝国議会衆議院委員会議録，第2第5号決算委員第4分科会議録第2 回』大正12年 3 月
14日. 7へージ。































23) 前掲『販売関師団顧座談会連記録』ふ9ペーえ 『日商40年の歩み.!l154-155へ 0/0 
24) 末兼要，前掲論文， 68..-.!ー ジ圃










































































































渡 Il~噌 1担些除定価格 ほぼ近い価格で 3ヶ月先の引渡値
4月波(1月〉 100.25 l口O 100 
5月甘ac2 ) 101.80 10日 102 
6月渡(3 ) 102.35 102 102 
7月渡(4 ) 102.05 101 101 
8月滞(5 ) 98.23 96 97 
9月渡(6 ) 98.78 95 97 
10月波(7 96.20 93 94 
11月世(8 ) 90.38 89 89 
12月渡(9 ) 91.02 89 89 
1.2月渡(10) 85.26 85 85 



















は下廻らしむるに至った IW東洋経済新報』大正15年9月29日， 1173へー ジ。岡大iE15年4月10
日， 809-810ベミ九
担〉 田中貢，前調書，印ペー ジ。




















1，410 5，344 6，754 
2，116 2，566 4，682 
計 3，526 7，910 11，436 
板 1，500 926 2，426 
材 3，7口0 620 4，320 
可」止726己竺と巴
期契約は 般先物契約よりも量的に 1) 阪売旬報j81号(昭和4年2月1日)，
多かったので，極めて有利であった。指定商にとっては，一定量の鋼材を買取
ることが義務づけられて，一見不利なようであるが，この先物定期契約では一
















期 輸 出 輸 間|製鉄所| 言十
大止7年 F 4.443(22.8) 7.614(39.1) 5.627(28.9) 5.627(28.9) 
8 上 1，211(44.7) 345(12.7) 345(12.7) 
10 下 9，841(59.6) 141( 0.9) 5，420(32.9) 5，561(33.7) 
11 下 4，028(39.8) 54( 0.5) 3，522(34.8) 孔576(35.3)
12 上 6，214(45.6) 627( 4.6) 5，226(38.4) 5，853(43.0) 
下 17，017(81.4) 227( 1.1) 2.583(12.3) 2，自10(13.4)
13 上 8 8，256 (44.0) 21O( 1.1) 8，411(44.9) 8.622(46.0) 
下 8，493(56.9) 848( 5.7) 4，311(28.9) 5，159(34.6) 
14 上 4 4，988(248) 4，740(23.6) 9，413(46.8) 14，153(70.4) 
下 11，921(49.5) 2，648(11.0) 6，961(28.9) 叩回(39.9)
15 上 11 ，510(44.7) 5，218(20.3) 7，776(30.2) 
123，391394(〔561046〕〉
下 7，591(35.6) 3.836(18.0) 9，298(43.6) 
附和 2 上 13，178(52.4) 3，807(15.1) 7，448(29.6) 11，255(44.8) 
下 10，743(34.6) 7，549(24.3) 12，067(38.8) 19，615(63.1) 
日 上 3 15，464(40.0) 8，828(22.8) 13，774(35.6) 
下 8，747(22.6) 11，716(30.3) '14，740(38.1) 26，456(68.4) 
4 上 5 2.441( 9.2) 13，4日6(50.8) 9，610(36.4) 23，017(87.2) 
下 76( 0.3) 4，599(192) 10.573(44.1) 8，378(34.9) 18，951(79.0) 
5 上 48( 0.0) 1，629( 9.3) 9，309(53.4) 5，696(32.1) 15，005(86.0) 
下 201( 1.5) 404( 3.0) 8，869(65.9) 3，724(27.7) 間 3(田町
6 上 533( 4.5) 269( 2.3) 6.589(55.9) 4，337(36.8) 10，926(92.8) 
下 137( 1.5) 272( 3.1) 5，454(61.5) 2，718(30.6) 8，172(92.1) 
7 ト 31( 0.3) 347( 3.2) 5，808(53.0) 4，323(39.4) 10，131(92.4) 
下 481( 4.1) 1I1( 0.9) 6，803(58.1) 4，201(35.9) 11，044(94.0) 
8 上 187( 0.9) 1，476( 6.9) 12，129(56.4) 6，795(31.6) 18，924(88.0) 





































































































その内容は，メー カ との結びつきが弱u、「独立問屋」と指定商のようなメ カー とのつながり
の強し「隷属問屋」に問屋を分類し，ヨー ロツパでは，前者は衰退の一途を辿っているが，後者
は繁栄して行〈ということで，暗に日本の問屋白あり方を批判したものであった



















1 8 ，300 ，~ (大阪製鉄 I! 3，000 I 








昭一目ZE2院事竹 岩井から安宅から ρ5，000 ρ12，000 ~昭和 2年下期〕
岩井から
五醐合iz;F42所二円 安宅から か 5，000
竺土匪rzl耕堅調774誌J272Fら各剛一r市ji「trr片付中間尺に級品






























争を利用して，販売拡大をはかろうとした典型的な例である. 同上， 18-20ページ， W安宅産業
六十年史.ll174-175へ一三九
